


○指導・評価計画 【２年社会科（地理Ａ）】                  

５月３週（１１日～） ５月４週（１８日～） ５月５週（２５日～） 

①日本の位置を調べよう 

（教科書 128～129㌻） 

 日本の位置を世界的視野から

とらえる。 

 

・教科書 p118を読んで二つの方

法で日本の位置を説明しよう 

・教科書 p129の地図を見て、日

本とほぼ同緯度、同経度の国を 3

か国ずつ挙げよう。 

・地図帳 p153を見て、各州を日

本に近い順に挙げよう。また、日

本に近い国、遠い国の代表を 5か

国ずつ挙げよう。 

 

〇提出課題 

 世界的視野からとらえた日本

に位置の特色を 20文字以内で端

的に表現しよう。 

 

②日本の領域の特色を見てみよ

う （教科書 132～135㌻） 

島国日本の領域の特色や領土

問題について考える。 

 

・教科書 p132を読んで島国日本

の領土・領域の特色をとらえる。 

・教科書 p133～135 を読んで日

本の領土をめぐる問題をとらえ

る。 

 

○自由課題 

領土問題の解決策を提案する

ことに挑戦しよう(選択) 

●ソ連が実効支配して 70年余り

が経過している北方領土返還に

ついて、実現可能な方策を考え、

提案しよう。 

●沖ノ鳥島が「島」であることを

示す「経済的生活」関する活動を

考え、提案しよう。 

 

③各国の標準時と日本との時差

（教科書 130～131㌻） 

国際化の進展する現代世界で

は標準時の設定や日本との時差

への理解を深めることが大切に

なっていることに気付く。 

 

・地図帳 1pの等時帯の地図をみ

て、各国は何度の経線を基準に

標準時を設定しているか、標準

時の設定の原則を考えよう。 

・教科書 p131を読んで「時差を

調べよう」の計算問題に挑戦し

よう 

 

〇提出課題 

教科書 p131を参考に世界各地

の二つの地域間の時差を求める

計算問題を、3 問以上(必ず答え

がでること)作成し、提出する。 

①提出課題を問題カードに記入

して提出。 

（後日、提出された作品を各ク

ラス単位に提示し、的確さな

どから見比べ、自己評価を促

すようにします。） 

 

②提出箱がありますが，自由課

題です。各自まとめた提案に

ついては,公開されます。 

③提出課題を問題カードに記入

して提出。 

（後日、提出された時差の計算

問題を公開し、解く活動に取

り組むようにします。） 

日本を同心円的中心からとら

えるだけなく、多角的な視点か

らとらえることで、国際的視野

を養うことができます。 

 

海洋国家日本の特色と課題に

ついて、特に領土、領域の視点か

ら考察を深めるようにしましょ

う。 

 

世界各国は標準時子午線を基

に標準時を設定していることの

意味を理解し、時差の計算に慣

れ親しむようにしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○指導計画・評価計画例 【２年社会科（地理Ｂ）】               

５月３週（１１日～） ５月４週（１８日～） ５月５週（２５日～） 

①日本のさまざまな地域区分 

 （教科書 138～139㌻） 

 日本をいくつかの地域に区分

する必要があるのはなぜかを考

え，その理由を３つ以上挙げら

れるようにする。 

 

②地域をとらえる視点とは（教科書 178㌻） 

③九州地方の特色とは（教科書 179～190㌻） 

②の説明を聴いて，ワークシートの作り方を理解した上で，九州

地方の最大の特色だと思うことをワークシートの中央に置き，その

特色と関連付けて説明できそうなことがらを８つの視点を使いな

がら追究し，カードにまとめる。（②，③で合計 90分程度） 

 

①カードで提出。 

（３つ以上の理由を記入） 

     （5月 15日まで） 

③ワークシートの中央に置く

「九州の最大の特色」と考えた

カードだけを提出。 

（5月 22日まで） 

③仕上げたワークシートをカー

ドで提出。 （5月 29日まで） 

 

①地域区分によって地域の共通

性や関連のある「まとまり」が見

えることで，今後学習する各地

域の特色や地域間の結び付きを

とらえやすくなります。 

 

②地域をとらえる視点を把握することで，教科書の記述のみによら

ずに，地図帳などを活用して様々な地域の特色を考えることができ

るようになります。 

③自分なりの視点で地方の特色を探し出し，それが成立する条件

を，分布や広がり，地域内の結び付き，人々の対応などに着目して

とらえ，他の事象やそこで生じる課題と深く関連付けて様々な角度

から考え，表現することができるようになります。 

 九州では自然環境や環境保全の取り組みに着目することが効果

的であることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○指導計画・評価計画例 【２年社会科・歴史】                

５月３週（１１日～） ５月４週（１８日～） ５月５週（２５日～） 

①「中世」という時代の終わり方

の特徴を考える。 

（教科書 74～79㌻） 

10 分程度の導入のカードで説

明を聴いた後，「中世」という時

代がなぜ，どのように終わりを

迎えたのか，戦国大名の登場や

織田・豊臣による統一事業が必

要だった理由を踏まえてまとめ

る。    （合計 80分程度） 

 

②「戦国大名」と「守護大名」の

違い （教科書 78～79㌻） 

①の課題の解説を聴いた後，

表題のテーマを１枚のカードに

まとめて提出する。 

 

③「近世」の導入 

    （教科書 92・93㌻） 

タイムトラベル⑥から新しい

時代の特徴をたくさん見つけて

カードに書き出してみる。 

 

④織田信長・豊臣秀吉の政治 

    （教科書 94～97㌻） 

 シンキングツールを用いるな

どして，２人の戦いや政策をま

とめて，どのようにして新しい

時代が始まったのかを文章でま

とめる。 

     （合計 90分程度） 

①カードで提出。 

（参考になる優れたカードを選

び，全員に送付するので，読ん

でおく。） 

②カードで提出。 

③カードで提出。 

④カードで提出。 

 （文章でまとめたカードのみ 

  でもけっこうです。） 

 

①時代の特色をとらえる方法と

して，その時代がどのように終

わりを迎えたか，それはなぜか

という問いから追究すること

で，どのような時代だったかを

明らかにしやすくなることに気

づくことができます。 

 できごとを因果関係によって

関連付ける力を，様々な学習活

動によって育んでいきます。 

②各時代の特徴的な人物を比較

し，その類似点や差異を明らか

にすることで，社会の変化やそ

の背景に関心が向くようにな

り，時代の特色をとらえやすく

なります。 

 

③イラストから様々なことがら

を読み取る活動を通して，小学

校で学んだ知識を確認し，新た

な疑問・課題を見つけ出すこと

を期待します。 

 

④時代の転換期に登場した人物

の行動とその影響にどのような

意味や意義があったかを，「より

よい未来の創造のために，どの

ようなことが必要とされるの

か」という視点から考えること

で，歴史はただ過去のことを知

るために学ぶわけではなく，未

来を創っていくための学習であ

ることに気づくことができ，よ

り広い視野から探究する力がつ

きます。 
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○指導・評価計画 【２年 HRH】 改訂版 5月 18日〜 

５月３週（１１日～） ５月４週（１８日～） ５月５週（２５日～） 

テーマ：「立場をこえて，広がる輪」 

・世界に目を向け，「違う立場の人々」との交流を通して，「日本」に住む自分自身を振り返ろう。 

・学年目標である“Respect”も再認識し，なりたい自分のありかたを考えよう。 

①オリエンテーション 

HRH担当からメッセージ 

※ザンビア・パレスチナ事務所

の方々にインタビューをした

り，みんなの意見をまとめたり

してくれる生徒を募集します。 

 

②調べ学習開始 

以下 2 点を各自考えたり，調べ

たりする。 

１.ザンビア・パレスチナの自分

なりの印象 

２.これらの国・地域，JICAにつ

いて調べたこと（各自） 

 

③調べ学習を通して出てきた疑

問をロイロノートのカードで提

出（各自） 

 

◎インタビュー 

パレスチナ事務所(14日 15:00) 

ザンビア事務所(15日 15:00) 

①インタビューの視聴とレポー

トの閲覧→感想や考え，さらに

疑問に思ったことを HRH ノート

に記入（各自） 

※パレスチナ，ザンビア事務所

の方々からの質問や課題が出ま

す。 

 

②感想や質問，課題への回答を

ロイロノートのカードで提出

（各自） 

 

◎インタビュー 

パレスチナ事務所(21日 15:00) 

ザンビア事務所(22日 15:00) 

①インタビューの視聴とレポー

トの閲覧→感想や考え，さらに

疑問に思ったことを HRH ノート

に記入（各自） 

※パレスチナ，ザンビア事務所

の方々からの質問や課題が出ま

す。 

 

②感想や質問，課題への回答を

ロイロノートのカードで提出

（各自） 

 

◎インタビュー 

パレスチナ事務所(21日 15:00) 

ザンビア事務所(22日 15:00) 

 

③最後のまとめをロイロノート

のカードで提出 

 

③１枚のカードにまとめて提出 

【13日(水)16:00〆切】済 

②１枚のカードにまとめて提出 

【20日(水)16:00〆切】 

②１枚のカードにまとめて提出 

【27日(水)16:00〆切】 

③１枚のカードにまとめて提出 

【6月 4日日(木)】 

1年生時の「シリーズもの」のテ

ーマを引き継ぎ，今回は「世界」

に目を向けて考える準備期間と

なります。 

日本ではあまり報道されていな 

い国や地域の事情を知り，それ 

らの国や地域で活躍する人々 

「違う立場の人々」との交流を 

通して，日本という国に住む自 

分自身を振り返りましょう。 

・PostCovid19の時代，世界とど

のように共存していくべきなの

かを考えるきっかけとしましょ

う。 

・学年目標である“Respect”も 

再認識し，なりたい自分のあり 

かたを考えてみましょう。 

道徳との関わり 

(C)主として集団や社会との関わりに関すること  (13)勤労 (18)国際理解，国際貢献 

あすを生きる② 16小さな工場の大きな仕事 10海と空－樫野の人々－ 28 ダショー・ニシオカ 

 


